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（分担研究報告書） 

 

全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 大家基嗣・慶應義塾大学医学部泌尿器科・教授 
研究協力者 田中伸之・慶應義塾大学医学部泌尿器科・助教 

 

 

 

 

 

 
Ａ．研究目的 
日本泌尿器科学会では、2016年 11月の日
本泌尿器科学会理事会の承認を経て、外科系
の専門医制度と連携したデータベース事業で
ある「National Clinical Database（NCD）」
に参加している。2017年 1月より、泌尿器科
2017年版 NCDの運用を開始し、さらに前立
腺癌では 2018 年 4 月から詳細入力を開始し
た。詳細入力は、長期予後や合併症フォロー
の充実を目指すため、予後情報に加えて、PSA
推移、術後療法、転移様式、尿失禁等の QOL
情報も入力に含まれる。 
 本研究で我々は、最適な前立腺癌臨床デー
タベース構築を目的とし、日本泌尿器科学会
が行っている NCD 登録事業の現状と将来像
を明らかにする。 

Ｂ．研究方法 
 NCDへの症例登録は、日本泌尿器科学会専
門医教育とリンクしており、NCD登録への参
加は教育認定施設の維持に不可欠である。 
統一された入力プラットフォーム NCD と
連結する日本泌尿器科学会のデータベース構
築事業の現況と課題を検討する。 
（倫理面への配慮）各登録施設が、「個人情報
保護法」、「疫学研究の倫理指針」、「臨床研究
の倫理指針」、「医療情報システムの安全管理
に関するガイドライン」を遵守し、診療科ホ
ームページ等で診療情報の NCI登録・利用を
オプトアウトしている（分担者が所属する慶
應義塾大学病院泌尿器科は、診療科ホームペ

ージ：http://www.keio-urology.jpに掲載）。 
Ｃ．研究結果             
泌尿器科領域における NCD登録件数は

2018年 4月の時点で完了（承認済）が
161,809件であった。このうち前立腺癌患者
の登録件数は、完了（承認済）が 7,823件で、
全体の 4.8%であった。NCDプラットフォー
ムを利用した前立腺癌の症例登録は、当学会
の管理下で順調に進んでいると考える。 
この要因として、①NCD登録への参加は
教育認定施設の維持に不可欠である点と共
に、②柔軟な Q & A対応を可能にする「NCD
データベース運営委員」会の影響が大きいと
考える。実際に NCDデータを利用する専門
医制度は、当学会の 「NCDデータを利用し
た専門医申請システム検討ワーキンググル
ープ」で検討が開始されている。 
統一した入力プラットフォームの使用は、
将来的な前立腺癌の医療水準評価に繋がり、
専門医の適正配置に向けての基礎資料と成
り得る。保険収載・診療報酬改訂への基礎資
料として利用（外保連試案の根拠）も可能で
ある。特に前立腺癌は、ロボット手術の先駆
的立場であり、高額化する医療経済への影響
は大きいと考える。 
国民向けの公表方法や NCDデータの利活
用は今後の検討課題であるが、NCD データ
の利活用に関しては、当学会では NCDデー
タベース利活用委員会を発足させており、
NCD データを使用した円滑な情報発信が期
待される。 

研究要旨（前立腺癌臨床データベースの現状と将来） 
日本泌尿器科学会は、外科系の専門医制度と連携したデータベース事業であ
る「National Clinical Database」に参加している。日本全国の前立腺癌手術・治
療情報を統一した入力プラットフォームで登録し、集計・分析することで、前
立腺癌医療の評価・専門医の適正配置に向けて、学会として貢献したい。 
将来的には、保険収載・診療報酬改訂への基礎資料、さらには専門医制度の
症例登録への利用を念頭に、学会として計画を進めている。 
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Ｄ．考察               
 NCD プラットフォームを利用した前立腺
癌の症例登録は、当学会では順調と考える。
特筆すべきは、当学会の専門医教育とリンク
しており、教育認定施設を維持する上で、NCD
登録は不可欠な点である。 
今後は、データの信頼性検証を目的とする
定期的なサイトビジットや登録施設が自施設
の成績を確認するためのフィードバック機能
の開発等を、NCD運用の改善に努めていく予
定である。また、NCDデータの利活用は、前
立腺癌診療ガイドラインへの利用も含めて、 
NCD データベース利活用委員会等で検討を
進めたい。 

Ｅ．結論 
統一した入力プラットフォームで登録され
るNCDデータの共有は、医療水準評価のみな
らず保険収載・診療報酬改訂への基礎資料と
して利用が可能と考える。データの信頼性検
証のための定期的なサイトビジットや登録施
設への情報フィードバック等、今後の更なる
改善が期待される。将来的には、専門医制度
の症例登録への利用を念頭に、学会として計
画を進めていく考えである。 

Ｆ．健康危険。情報  

  特になし。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
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   (予定を含む) 

1. 特許取得 
 なし 

  
2. 実用新案登録 
  なし 
  
3.その他 
  なし 


